
  
 

（仮称）西中国ウインドファーム事業計画段階環境配慮書に対する知事意見 

 

 

（前文） 

本事業計画は、島根県鹿足郡吉賀町、山口県周南市及び岩国市において出力で

最大 141,900kW、基数にして最大 33 基の風力発電設備の導入を目指すものであ

る。 

今回、環境影響評価法（以下「法」という。）に基づき送付のあった計画段階環

境配慮書（以下「配慮書」という。）に対して、環境の保全の見地からの意見を以

下のとおり述べる。 

なお、本事業計画に対して、吉賀町からは、事業計画や環境影響評価に関する

事項については、地域住民等に対し説明会を開催し、積極的に情報を公開し、事

業への理解を得るよう努め、高津川水系中・下流域の住民・関係者に対しても積

極的に事業説明や意見聴取を行うことを求める旨の意見が提出されている。 

風力発電事業の実施は生活環境や自然環境などに長期にわたり影響を与える

おそれがあるため、地域住民等に対して早期の段階から積極的に情報を提供し、

理解を得ることが極めて重要である。説明会等では、事業による環境への影響や、

それを回避・低減する手段など、分かりやすい資料を用いて、十分理解が得られ

るよう説明を行い、意見や要望については誠実な対応を行うよう特に留意された

い。 

 

 

（総括的事項） 

１ 事業の実施にあたっては、必要に応じて専門家等の助言を得ながら、調査地

域の適切な設定と科学的根拠に基づく最新かつ正確な情報を用いた調査を行

い、得られた結果の適切な予測及び評価並びに環境保全措置の実施により、環

境への負荷を最大限に回避・低減すること。環境影響を回避又は十分な低減が

出来ない場合には、事業実施想定区域の再検討を行うなど、当該地域での事業

の廃止も含めて事業計画の抜本的な見直しを行うこと。 

なお、環境保全措置については、環境への影響の回避・低減を優先し、代償

措置を前提とすることがないようにすること。 

また、事業計画の策定にあたっては、地域住民等の懸念事項を十分に把握し、

健康や生活への影響も含め、適切な計画となるよう最大限努めること。 

 

２ 本事業の事業実施想定区域はこれまで何度も水質日本一になっている一級

河川高津川の源流部であり、その周辺には特別天然記念物のオオサンショウウ



オが生息する可能性があり、絶滅危惧種であるクマタカが生息するなど、自然

環境上重要な地域等が存在しており、工事の実施による重大な環境影響が生じ

るおそれがある。また、事業実施想定区域内には森林法に基づく保安林があり、

事業の実施により、流域に降った雨水を蓄え、ゆっくりと川へ流すことにより、

洪水や渇水を防ぎ、水を浄化する機能（以下「水源涵養機能」という。）や土砂

流出防備機能等の低下が生じるおそれもある。一方で、本配慮書においては、

事業計画の熟度を理由に工事の実施による影響が計画段階配慮事項に選定さ

れていない。 

工事計画の策定にあたっては、事業実施想定区域及びその周辺地域の自然環

境の重要性を十分に認識したうえで、当該影響を適切に考慮すること。 

 

３ 事業実施区域の設定、風力発電設備及び取付道路等の付帯設備（以下「風力

発電設備等」という。）の構造・配置又は位置・規模（以下「配置等」という。）

の検討にあたっては、計画段階配慮事項に係る環境影響の重大性の程度を整理

し、適切に事業計画に反映させるとともに、検討経緯を明確にし、その内容を

環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）以降の環境影響評価図書に記載

すること。なお、本県内の既設の風力発電所の設置工事時には、取付道路の崩

落による土砂が河川へ流出した経緯があったため、特に、取付道路等の位置に

ついては、慎重な事業計画の策定を行うこと。 

また、方法書の作成にあたっては、風力発電設備等の配置等を具体的に示し

た上で、環境影響評価に係る調査、予測及び評価の手法を取りまとめること。 

 

４ 事業実施想定区域周辺には、現在、計画中の風力発電所もあることから、調

査、予測及び評価にあたっては、その時点で入手しうる最新の情報を活用する

とともに、計画中の風力発電所による累積的な影響を考慮した上で、適切に実

施すること。 

 

５ 環境影響評価図書のインターネットによる公表にあたっては、広く環境の保

全の見地からの意見を求められるよう、使用できる閲覧環境にも留意するなど、

利便性の向上に努めること。また、配慮書等の環境影響評価図書を、法に基づ

く縦覧期間終了後も継続して縦覧可能にするなど、積極的な情報提供に努める

こと。 

今後の手続きにあたっては、説明会の開催などにより、地域住民に対する丁

寧かつ十分な説明や、意見要望に対する誠実な対応をとることで、相互理解の

促進に努めること。 

 



（個別的事項） 

１ 騒音及び超低周波音 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、事業実施想定区域周辺の住

居や住民等への影響が生じるおそれがあることから、「風力発電施設から発生

する騒音に関する指針」（平成 29 年 5 月 26 日環境省）やその他の最新の科学

的知見及び同型機の先行事例の知見を反映し、その結果を踏まえ、影響を回

避・低減すること。 

また、調査、予測及び評価にあたっては、地形による影響や季節変化を考

慮した上で、適切に実施すること。 

 

２ 風車の影 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、風車の影による事業実施想

定区域周辺の住居や住民等への環境影響が生じるおそれがあることから、適

切な方法により調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、影響を回避・

低減すること。 

また、風車の影による影響の評価にあたっては、影がかかる時間の長短に

かかわらず影響を及ぼすおそれがあることを考慮すること。 

 

３ 水環境 

事業実施想定区域の周辺河川については、生活用水としての利水やアユ業

などの内水面漁業が行われており、これまで何度も水質日本一になっている

一級河川高津川の源流に位置している。 

工事中及び供用後に発生する土砂や濁水による周辺地域の水環境への影響

及び変化が予想され、水源涵養機能等が低下するおそれがあることから、下

流域も含めた必要な調査、予測及び評価を行い、地下水を含む利水及び水環

境への影響を回避・低減するよう適切な環境保全措置を実施すること。 

また、濁水による影響の評価にあたっては、平成 25 年や令和 2年に発生し

た集中豪雨時の状況や、今後、増加が予測される集中豪雨等の傾向も考慮す

ること。 

 

４ 地形及び地質 

（１）本配慮書においては地形及び地質が計画段階配慮事項に選定されていない。

一方、事業実施想定区域及びその周辺には砂防指定地及び急傾斜地崩壊危険

区域等があり、慎重な事業計画の検討が求められる。 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、当該地域の地形及び地質を

最新の資料を基に十分に把握するとともに、平成 25 年や令和 2年に発生した



集中豪雨時の状況や、今後、増加が予測される集中豪雨等の傾向も考慮し、

事業実施による森林伐採や土地の改変が地すべり等周辺の土砂災害を誘発す

ることがないよう、適切な調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、

影響を回避・低減すること。 

（２）事業実施想定区域は土地の掘削や改良時に自然由来の重金属類等（ヒ素等）

が比較的検出されやすい土壌が分布する地域となっていることから、その地

質を十分調査し、工事に伴い発生する土砂等に起因する影響が生じないよう

考慮すること。 

 

５ 動物・植物・生態系 

（１）事業実施想定区域及びその周辺には、一級河川高津川水系が分布し、特別

天然記念物オオサンショウウオが生息する可能性があり、多種の希少な水生

生物等が生息・生育していることに加え、これらの河川には第五種共同漁業

権が設定されている。また、陸域には天然記念物のヤマネやしまねレッドデー

タブック掲載種が生息している可能性があり、クマタカなどの希少な鳥類の生

息が確認されている。さらに、事業実施想定区域及びその周辺にはこれまで

に生息状況等の知見がほとんどない動植物もいる。 

調査、予測及び評価にあたっては、地元の専門家等の意見を踏まえつつ、

適切な調査、予測及び評価を行い、重要な動植物種への影響を回避・低減す

るよう環境保全措置について十分かつ慎重な検討を行うこと。 

また、影響の検討にあたっては、アユの餌となる河床の付着藻類や、クマ

タカなどの重要な動物の餌資源となる動植物についても調査し、事業実施区

域及びその周辺の生態系に与える影響について、予測及び評価を行うこと。 

なお、改変による直接的な影響だけでなく、水質や河床堆積物の変化等に

よる間接的な影響についても考慮すること。 

（２）鳥類及びコウモリ類への影響については、専門家等からの助言を得ながら、

渡りを含む移動経路や生息状況等に関する調査を詳細かつ十分な期間を設け

て実施した上で予測を行い、バード・バットストライク及び生息環境の変化

に伴う影響について適切に評価すること。 

また、調査、予測及び評価にあたっては、計画中の風力発電所による累積

的な影響を考慮した上で、適切に実施すること。 

（３）工事の実施及び施設の稼働に伴う希少種も含めた動物の生息域に与える影

響及びその変化について、事業実施想定区域及びその周辺も含め、動物の生

息数及び行動範囲に係わる調査等を実施したうえで適切な予測、評価を行う

こと。 

また、調査、予測及び評価にあたっては、クマ、シカ、サル及びイノシシ



等は生息域が変化した場合、里地・里山への獣害が増す可能性があるため、

その影響についても考慮すること。 

（４）事業実施想定区域内には、クロモジ-ブナ群集（ブナ原のブナ林）やブナ-

ミズナラ群落など、多様な種を維持する生態系の形成において貴重かつ重要

な役割を果たす植生が存在している。また、森林法に基づく保安林も存在し

ている。 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、風力発電設備の設置時には、

取付道路、作業ヤードなど広範囲の森林伐採や土地の改変が想定されるため、

適切な調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、影響を回避・低減す

ること。 

 

６ 景観 

事業実施想定区域周辺には、右ヶ谷キャンプ場や莇ヶ岳等をはじめとする

主要な眺望点及び景観資源が多数存在している。一方、風力発電設備につい

ては標高が高い位置に建設されるため、影響を及ぼす範囲も広範囲となり、

本事業の実施により主要な眺望点等へ重大な影響を及ぼすことが懸念される。 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、専門家や地域住民の意見も

踏まえつつ、周辺景観と調和した事業となるように努めるとともに、適切な

調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、影響を回避・低減すること。 

また、眺望点の選定にあたっては、既存資料の確認に加え、必要に応じ地

域住民、観光客、施設の利用者等や、関係自治体の意見を聴くなどし、高速

道路を含む汎用道路及び地域住民が日常生活上慣れ親しんでいる場所等につ

いても選定の対象とすること。 

検討結果を地域住民等に説明する際には、取付道路や作業ヤードなどの森

林伐採や土地の改変の影響も含めた詳細なフォトモンタージュや動画を活用

するなど、夜間における航空障害灯の見え方も含め、分かりやすい説明とな

るよう配慮すること。 

 

７ 人と自然との触れ合いの活動の場 

事業実施想定区域及びその周辺には、しゃくなげの里や右ヶ谷キャンプ場

等があり、事業の実施により、その環境の質に影響を及ぼすおそれがある。 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、専門家等の助言に加え、地

域住民のほかハイキング、キャンプ、釣り等での利用者及び関係自治体等の

意見を聴き、周辺の人と自然との触れ合いの活動の場の利用状況や利用環境

に関する適切な調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ影響を回避・

低減すること。 



８ 廃棄物等 

本事業の実施に伴う工事により発生する土砂及び伐採樹木等、また、建設

工事から事業終了後の設備の撤去に伴い発生する廃棄物の量及び処分方法に

関する廃棄物等の処理計画について、可能な限り早期段階において、工事内

容に基づく算出もしくは類似事例等から予測すること。 

廃棄物等の処理計画については、事業実施想定区域及びその周辺への影響

を回避・低減するよう慎重に検討すること。 

 

９ その他 

風力発電設備等の配置等の検討にあたっては、風車の反射光による影響も

考慮すること。 


